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らくり時計がおもちゃのまち駅西□に完成、訪れる人を愛嬌

たっぷりな笑顔で迎えています。また、城址公園の橋も改修

工事が終わり、渡ると叙情的なメロディが流れ来訪者をやす

らぎの城址へ迎え入れてくれます。
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Ｕ

だ
な

～くりかえし生かそう　限りある資源～

町
で
は
、
急
増
す
る
ゴ
ミ
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ゴ
ミ
の
減
　
資
源
ゴ
ミ
・
ペ
ツ
小
ボ
ト
ル
回
収
に

量
化
・
資
源
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
資
源
ゴ
ミ
回
収
報
償
金
交
付
要
綱
を
制
定
し
、
町
民
総
参
加
に

よ
る
ゴ
ミ
減
量
化
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
出
し
方
し
だ
い
で
、
ゴ
ミ
が
資
源
と
し
て
生
か
さ
れ

ま
す
。

　
不
用
と
な
っ
た
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
類
、
空
ビ
ン
類
、
鉄

く
ず
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
、
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
な
い
で
資
源

ゴ
ミ
回
収
や
古
紙
回
収
業
者
へ
出
す
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
出
し
方
し
だ
い
で
資
源
に
も
な
る
ゴ

　
ミ
。
資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に
協
力
い
た

　
だ
い
た
団
体
に
対
し
て
報
償
金
を
交
付

’
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
地
区
で
も
回

収
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
１
回
の
資
源
ゴ
ミ
（
一
般
廃
棄
物
の

う
ち
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
古
紙
類
、

空
び
ん
、
ア
ル
ミ
ヘ
・
鋼
類
、
鉄
く
ず
、

布
類
な
ど
）
回
収
で
５
０
０
㎏
以
上
を

共
同
集
荷
し
、
回
収
業
者
に
売
却
し
た

団
体
に
は
、
回
収
重
量
１
㎏
に
つ
き
５

円
と
Ｉ
回
の
回
収
で
３
千
円
の
報
償
金

を
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、

い
て
は
、

W

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
に
つ

ー
回
の
回
収
で
２
０
０
本
以

上
を
共
同
集
荷
し
た
団
体
に
対
し
、
―

本
に
つ
き
５
円
の
報
償
金
を
交
付
し
ま

す
。

団
体
と
は

　
町
内
の
自
治
会
、
婦
人
会
、
子
供
会

育
成
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
も
の
で
、
規
模
が
お
お
む
ね
2
0

世
帯
以
上
の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
住

民
の
団
体
。

協
力
団
体
の
届
出

　
毎
年
度
、
第
１
回
目
の
資
源
ゴ
ミ
回

収
の
実
施
時
ま
で
に
「
資
源
ゴ
ミ
回
収

団
体
届
出
書
」
を
町
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
問
合
せ
先

＊
町
民
生
部
保
健
諜
�
8
2
－
１
２
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清
掃
セ
ン
タ
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�
8
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３
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